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批

評

・

紹

介

尾

形

勇

著

中
園
古
代
の

「
家
」

と
圏
家

五

直

弘

井

本
書
は
尾
形
勇
氏
が
ほ
ぼ
十
五
年
に
亙
っ
て
妥
表
し
て
来
た
一

O
篇
の
研
究

を
下
敷
き
と
し
、

是
を
原
形
を
留
め
な
い
ほ
ど
に
書
き
改
め
、
新
稿
を
加
え

て、

序
章
以
下
の
八
章
に
ま
と
め
ら
れ
た
見
事
な
新
著
で
あ
る
。
中
園
古
代
の

皇
帝
支
配
が
い
か
な
る
仕
組
を
通
し
て
達
成
さ
れ
た
か
を
、
家
と
図
家
と
の
関

係
を
探
る
こ
と
に
よ
っ

て
追
求
し
、
皇
帝
支
配
鐙
制
の
特
質
を
解
明
す
る
。
そ

れ
は
ま
た
西
嶋
定
生
氏
の
所
調
個
別
人
身
的
支
配
鐙
制
論
を
補
強
す
る
も
の
と

も
な
っ
て
い
る
。
尾
形
氏
は
各
章
節
の
お
わ
り
に
、
小
結
、
結
論
を
附
し
、
終

章
に
は
全
慢
の
ま
と
め
、
目
的
を
附
し
て
讃
者
の
便
に
供
し
て
い
る
。
屋
上
屋

を
架
す
る
嫌
い
が
あ
る
が
、
わ
た
く
し
な
り
の
理
解
に
よ
る
紙
要
を
記
し
、
若

干
の
私
見
を
つ
け
加
え
た
い
。

序
章
「
中
園
古
代
帝
園
の
支
配
値
制
と
家
族
主
義
」
。
新
た
に
書
き
加
え
ら

れ
た
問
題
の
提
起
で
あ
り
、
諸
家
の
中
園
論
、
中
園
槻
を
「
家
族
園
家
論
」

に

よ
っ
て
分
類
整
理
し
、
多
く
の
疑
貼
、
難
貼
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

「
家
族
園
家
論
」

に
は
、
例
え
ば
わ
が
園
の
園
鐙
論
の
立
場
か
ら
の
肯
定
論

と
、
例
え
ば
辛
亥
革
命
後
の
新
文
化
運
動
の

立
場
か
ら
の
否
定
論
と
が
あ
っ

た
。
こ
の
肯
定
論
と
否
定
論
と
は
、
ま
た
西
欧
の
中
園
園
家
嗣
酬
に
照
臆
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
ジ

ェ
ス
イ
ッ

ト
禽
士
や
ケ
不
l
等
の
啓
蒙
思
想
家
の
中
園
虐
殺
論

的
「
家
族
主
義
的
家
族
園
家
観
」

ωか
ら
、
モ
ン
テ
ス
キ

ュ
ー
、

へ
1
ゲ
ル
等

の
専
制
園
家
論
、

「家
父
長
制
的
家
族
園
家
観
」
倒

へ
の
展
開
が
そ
れ
で
あ
り
、

へ
l
ゲ
ル
の
中
園
湖
に
は
、
さ
ら
に
「
自
己
を
後
化
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」

と
す
る
停
滞
論
が
附
加
さ
れ
た
。

マ
ッ
ク
ス

・
ヴ
ェ
l
バ
l
、
ウ
イ
ッ
ト

フ
定

l
ゲ
ル
、
エ
チ
ア
ヌ

・
パ
ラ
l
シ
ュ
等
が
こ
の
中
図
酬
酬
を
綴
承
し
た
。

こ
の

「
家
族
園
家
槻
」
は
「
家
」
の
秩
序
が
そ
の
ま
ま
「
園
家
」
の
秩
序
に
扱
大
反

映
さ
れ
た
と
解
す
る
が
、
前
提
と
さ
れ
て
い
る
父
子
の
秩
序
と
君
臣
の
秩
序
と

が
異
質
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
な
ら
ば
、
倒
は
鼠
泌
す
る
。

西
欧
の
中
園
搬
に
は
、
更
に
、
家
族
内
も
、
園
家
官
僚
機
構
内
の
君
臣
関
係

も
、
そ
れ
ぞ
れ
家
父
長
制
的
秩
序
で
律
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
雨
者
の
関
係
は
疏

遠
で
、
そ
れ
を
結
ぶ
紐
州
市
は
せ
い
ぜ
い
抜
大
師
応
用
さ
れ
た
家
父
長
制
的
観
念
に

す
ぎ
な
か
っ
た
と
す
る
「
遊
離
論
的
(
家
父
長
制
的
)
家
族
園
家
観
」
仰
が
あ

る
。
マ
ル
ク
ス
の
中
園
観
が
こ
れ
に
嘗
り
、
こ
れ
に
も
停
滞
槻
が
附
着
す
る
。

中
関
な
ら
び
に
わ
が
図
近
代
の
中
図
研
究
者
の
中
園
圏
家
制
は
、
こ
の
刷
、

倒
、
的
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
そ
の
折
衷
と
し
て
分
類
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
中
園
に
例
を
と
れ
ば
、
孫
文
は
判
と
仰
と
を
折
衷
し
た
「
遊
離
論
的

(
家
族
主
義
的
)
家
族
関
家
制
」
で
あ
り
、

陶
希
聖
は
倒
に
麗
し
、

「
家
父
長

制
的
家
内
奴
隷
制
」
論
を
滋
告
し
た
。
わ
が
園
で
は
、
例
え
ば
秩
津
修
二
『
士
又

那
杜
禽
構
成
』
は
倒
と
O
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

「遊
離
論
的
家
父
長
制
的
家
族
園

家
槻
」
、
清
水
盛
光

『
支
那
祉
舎
の
研
究
』
は
「
遊
離
論
的
(
傘
傘
主
義
的
)

家
族
園
家
槻
」
で
あ
る
が
、

家
族
内
の
隷
属
的
性
格
を
指
摘
し
た
黙
で
、
正
統

的
判
克
服
の
鴨
矢
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

載
後
の
古
代
帝
園
論
に
つ
い
て
は
、
西
嶋
奮
説
「
中
園
古
代
帝
図
形
成
の
一

考
察
」
は
、
氏
族
共
同
鰻
厨
媛
後
の
祉
舎
を
家
父
長
制
的
奴
隷
制
枇
舎
と
し
て

捉
え
、
奴
隷
制
と
い
う
普
遍
的
範
騰
を
中
園
史
に
導
入
し
、
中
園
史
の
合
法
則
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的
把
握
と
停
滞
論
の
克
服
を
企
圃
し
た
黙
が
評
債
で
き
る
が
、
闘
家
論
に
つ
い

て
は
、
分
類
倒
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、

後
に
西
嶋
氏
自
身
が
自
己
批
列
す

る
よ
う
に
、
劉
邦
集
闘
の
家
父
長
的
構
造
が
そ
の
ま
ま
園
家
権
力
の
中
核
構
造

に
等
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
家
父
長
制
と
小
農
民
と
の
関
係
が
視
野
の
外
に
お

か
れ
て
い
た
。
西
嶋
新
設
は
こ
の
黙
を
克
服
し
て
、
租
税
、
径
役
の
徴
収
形
態

か
ら
愛
想
し
て
、
皇
帝
と
小
農
民
と
の
聞
に
基
本
的
生
産
関
係
を
認
め
る
個
別

人
身
的
支
配
鐙
制
を
説
く
。
こ
こ
で
も
家
族
主
義
が
全
面
的
に
は
否
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
位
置
づ
け
が
不
明
で
は
あ
る
が
、
私
権
の
集
積
綴
大
か
ら
薗
家

を
理
解
す
る
こ
と
を
駿
棄
し
た
、
準
設
史
上
最
初
の

「
非
家
族
園
家
論
」
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
西
嶋
新
設
を

。み
う
ご
き
な
ら
ぬ
構
造
論
タ
と
批
剣
す
る
地
細
川
龍
夫
氏

の
所
論
は
、
土
豪
を
中
心
に
自
律
的
に
形
成
さ
れ
る
新
し
い
社
曾
秩
序
と
、
専

制
君
主
を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
官
僚
制
機
構
に
よ
る
新
政
治
秩
序
と
の
4

接
合

黙
タ
に
お
い
て
、
秦
漢
帝
圏
の
寅
態
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら

秦
漢
帝
園
の
全
秩
序
を
二
つ
に
匿
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
濁
自
に
成
立
裂
展
し
て

来
た
と
す
る
秩
序
設
定
の
構
想
。
園
家
と
祉
禽
と
の
関
わ
り
を
、
依
存
と
協
力

或
い
は
抵
抗
と
い
う
接
合
黙
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
視
角
。
圏
需
品
と
祉
舎
と
の

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
様
々
な
局
面
に
お
い
て
、
家
父
長
制
が
相
嘗
な
機
能
を
果

し
た
と
す
る
従
来
か
ら
の
立
場
。
家
々
が
同
姓
或
い
は
主
客
関
係
と
い
う
形

で
、
土
豪
を
中
心
に
結
合
、
維
持
さ
れ
る
自
律
的
共
同
睦
秩
序
を
想
定
す
る
翻

勲
等
か
ら
剣
断
し
て
、
増
淵
設
は
結
局
分
類
。
に
整
理
で
き
る
。

字
都
宮
清
士
口
氏
も
ま
た
、
強
権
の
世
界
で
あ
り
、
首
領
制
的
秩
序
の
貫
徹
を

志
向
す
る
皇
帝
と
、
自
律
の
世
界
で
あ
り
、
強
権
の
介
入
を
排
除
す
る
性
格
を

も
っ
民
と
い
う
南
極
を
措
定
し
、
雨
者
の
有
機
的
な
相
互
媒
介
の
中
に
秦
漢
帝

園
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
も
氏
の
い
う
民
の
自
律
の
世
界
は
、
フ
ラ
ッ

ト
な
家
族
的
秩
序
の
世
界
で
あ
り
、
や
が
て
そ
れ
は
門
閥
的
豪
族
侵
制
祉
舎
へ

自
己
完
成
を
途
げ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
園
家
観
に
つ
い
て
い
え
ば
、

宇
都
宮
設
は
良
く
整
備
さ
れ
た
「
遊
離
論
的
(家
族
主
義
的
)
家
族
園
家
観」

と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

韓
国
口
重
圏
「
漢
唐
の
聞
の
家
人
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
」
は
糾
に
分
類
で
き

る
が
、
家
族
主
義
に
よ
っ
て
秩
序
化
さ
れ
て
い
る
場
は
、
天
子
と
庶
民
と
か
ら

な
る
「
漢
家
」
で
あ
り
、
士
族
居
を
含
め
た
全
園
家
に
ま
で
は
鎖
延
さ
れ
て
い

な
い
黙
に
特
色
が
あ
る
。
更
に
「
漢
家
」
が
公
権
の
場
で
は
な
く
、

4

最
大
の

私
権
少
の
場
、
「
最
大
の
封
建
領
主
」
と
し
て
把
握
さ
れ
て
お
り
、
「
家
族
園

家
論
」
の
弱
黙
が
周
到
に
克
服
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
「
漢
家
」
の
語
義
に

検
討
の
品
跡
地
が
あ
り
、
ま
た
天
子
と
庶
民
と
の
関
係
を
封
建
的
と
解
す
る
こ
と

の
可
否
に
つ
い
て
も
、
問
題
か
残
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
ほ
か
諸
多
の
諸
家
を
含
め
、
ほ
ぼ
以
上
の
如
き
分
類
整
理
を
行
っ
た

上
で
、

尾
形
氏
は
、

ω中
圏
全
慢
の
歴
史
像
を
構
築
す
る
際
の
視
角
と
し
て
、

「
家
族
園
家
観
」
が
安
嘗
で
あ
る
と
い
い
う
る
か
。

ω「家
族
園
家
観
」
は
園

家
権
力
な
い
し
は
公
権
力
を
理
解
す
る
上
で
、
有
数
適
切
で
あ
る
と
い
い
う
る

か。

ω「家
族
園
家
観
」
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
諸
前
提
、
す
な
わ
ち
政
治
と

道
徳
(
倫
理
)
と
の
一
致
、
忠
孝
一
本
、
君
臣
父
子
の
一
陸
、
公
私
の
未
分
等

が
賓
室
的
に
検
査
し
う
る
か
、
の
三
黙
に
つ
い
て
疑
問
を
提
起
す
る
。
そ
の
上

で
、
父
子
の
秩
序
と
君
臣
の
秩
序
と
は
原
理
を
異
に
し
た
と
す
る
小
糸
夏
次
郎

氏
の
見
解
、

皇
帝
の
登
場
を
境
に
、
儒
家
思
想
自
陸
に
質
的
獲
貌
が
あ
っ
た
と

す
る
板
野
長
八
氏
ら
の
見
解
、
さ
ら
に
は
唯
一
の
「
非
家
族
園
家
論
」
と
整
理

し
た
西
嶋
新
設
l
個
別
人
身
的
支
配
鐙
制
論
等
を
綴
承
し
、
「
4

家
ク
と
家
族
秩

序
と
を
新
し
い
場
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
通
し
て
、
皇
帝
権
力
に
よ
る
公
的
支

配
が
維
持
さ
れ
保
益
さ
れ
正
嘗
な
も
の
と
さ
れ
る
園
家
的
秩
序
構
造
を
究
明
す
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る
こ
と
」
を
本
書
の
課
題
と
し
て
設
定
す
る
。

こ
の
課
題
に
近
づ
く
た
め
に
、
第

一
章
「
古
代
姓
氏
制
の
展
開
と
家
の
成

立
」
に
お
い
て
は
、
先
秦
時
代
の
「
姓
」

「
氏
」
が
氏
族
制
的
鐙
制
に
密
着
し

た
「
族
」
の
冠
稽
で
あ
っ
た
の
に
射
し
て
、

秦
漢
期
以
降
の
「
姓
」
が

「
家
」

の
冠
穏
と
し
て
現
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
元
来

「
姓
氏
」
と
は
無
縁
で

あ
っ
た
一
般
民
庶
が
、
秦
漢
時
代
に
は
す
べ
て
。
有
姓
者
ψ

と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
一
般
民
庶
の
九
百
の
「
家
家
」

が
、
皇
帝
権
力
の
成
立
に
倖
な
っ
て
確

立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
論
す
る
。
つ

い
で
第
二
章
「
自
格
形
式

よ
り
見
た
る
君
臣
関
係
」
に
お
い
て
、
臣
下
が
皇
帝
に
射
し
て、

「
臣
」
と
自

稽
し
、

「
姓
」
を
云
わ
ず

「
名
」
の
み
稽
す
る
「
臣
某
」
形
式
の
制
度
を
考
察

し、

賓
客
の
穫
に
あ
っ
て
は
「
不
明情
臣
不
唱
名
」
、
殊
躍
に
あ
っ
て
は
「
稽
臣

不
唱
名
」
、
君
臣
の
躍
に
あ
っ
て
は
「
稽
臣
唱
名
」
で
、
こ
の
場
合
に
は
「
姓
」

が
機
能
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
第
三
章

一J
臣
莱
少
の
意
義
と
君
臣
関

係
」
に
お
い
て
、
「
稽
臣
」

「
匡
某
」
形
式
の
意
義
を
検
討
し
、
ロ
巴
制
園
家
時

代
の
臣
が
重
層
的
で
、
無
限
定
で
あ
っ
た
の
に
劃
し
て
、
秦
漢
統
一
期
以
降
の

皇
帝
針
臣
下
の
関
係
は
、
一
律
的
に
皇
帝
に
針
す
る
殺
腐
化
、
「
主
奴
」
の
関

係
に
も
比
す
べ
き
臣
従
値
制
の
紹
削
刻
化
が
み
ら
れ
た
。
し
か
も
皇
太
子
と
い
え

ど
も
皇
帝
に
劃
し
て

「臣
」
を
回
附
し
た
の
は
、
血
族
秩
序
と
君
臣
秩
序
と
が
異

質
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
一
方
「
某
」
形
式
は
家
内
に
お
け
る
父
子
関
係
に

起
源
を
も
つ
が
、
そ
の
普
通
化
は
父
子
関
係
の
鎖
大
で
は
な
く
、
「
至
傘
」
に

劃
す
る
謙
譲
的
自
己
表
示
の
方
式
で
あ
り
、
奴
稗
の
如
き
者
と
い
う
擬
制
的
表

示
で
、
「
家
」
の
冠
稀
で
あ
る
「
姓
」
を
飲
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
「
家
」
を
厳

禁
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
第
四
章
「
4

家
少
と
君
臣
関
係
」
で
は
、
更
に
こ

の
「
家
」
の
意
味
を
追
求
し
、
演
口
氏
が
と
り
あ
げ
た

「
家
人
」
と
は
、
文
字

通
り
。
私
家
の
人
少
で
あ
り
、
「
家
人
之
躍
」
は
そ
れ
が
鎖
大
し
て
「
君
臣
之

瑳
」
と
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
皇
帝
は
私
家
を
「
出
身
」
し
て

「
公
」
の

場
に
出
で
、
「
家」

よ
り
出
で

(起
家
)
、
私
家
を
廃
棄
し
て

「公」

の
場
に

「
出
身
」
し
た
官
吏
と
「
君
臣
」
の
関
係
を
結
ぶ
。
庶
民
は
租
賦
を
出
だ
し
、

諸
役
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
家
」
を
出
で
て
「
公
」
事
に
従
事
し、

こ
こ
に
お
い
て
も

「
君
臣
」
関
係
が
質
現
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て

「公」

の

場
に
お
い
て
成
立
す
る
「
君
臣
」
関
係
が
、

皇
帝
に
よ
る
人
民
支
配
の
形
態
で

あ
り
、
し
か
も

「臣
」
は
個
別
的
に
「
出
身
」

し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ

の
支
配
、
被
支
配
の
形
態
は
、
ま
さ
に
「
個
別
的
人
身
支
配
」
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
。
第
五
章
「
園
家
秩
序
と
家
族
制
的
秩
序
」
は
、
「
家
」

の
意
義
を
更

に
敷
街
し
て
、

「天
下
一
家
」
、
「
漢
家
」

等
の
意
味
を
検
討
す
る
。

「
天
下
一
家
」

と
は
、

君
主
自
身
が
私
家
を
駿
楽
し
て
、

「
公
」
に
「
出
身
」
し
た
と
こ
ろ
に

成
立
す
る
「
天
子
の
家
」
で
あ
り
、
漢
帝
図
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。
一
方
「
制
民
家」

は
一
切
の
私
家
を
駿
棄
し
た
と
こ
ろ
に
、
「
君」

と

「
臣
」

と
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、

「漢」

と
い
う
擬
制
的
「
姓
」
を
冠
し

た
「
家
」
で
あ
り
、

す
べ
て
の
諸
家
を
包
括
し
た
。
つ
い
で
第
六
章
「
古
代
帝

閣
の
秩
序
構
造
と
皇
帝
支
配
」
に
お
い
て
は
、

皇
阜
市
は
「
天
子
」
と
し
て
天
地

の
鬼
神
に
「
臣
」
従
し
、
「
皇
帝
」
と
し
て
組
鑑
に

「
臣
」
従
し
た
。
皇
帝
が

諸
「
臣
」
と
と
り
結
ぶ
現
貨
の
「
君
臣
」
関
係
は
、
皇
帝
が
「
天
子
」
と
し
て

「家
」
を
「
出
身
」
し、

天
地
鬼
一
仰
と
「
君
臣
」

関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て

完
結
し
、
ま
た
皇
帝
は

「
天
帝
」
に
「
臣
」
従
し
、
先
帝
に
「
臣
」
従
す
る
と

い
う
「
公
」
的
な
場
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
権
威
が
明
ら
か
に

さ
れ
、

正
営
化
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
終
掌

「中
園
古
代
帝
園
の
秩
序
構
造」

に

お
い
て
、
中
園
古
代
に
お
け
る
「
良
賎
制
」
を
検
討
し
、
奴
鱒
無
姓
す
な
わ
ち

奴
抽
け
が
「
家
」
を
構
成
す
る
に
債
し
な
い
者
と
さ
れ
た
の
は
、
園
家
秩
序
を
構

成
す
る
主
僅
者
(
被
支
配
者
集
園
〉
を
劃
定
す
る
有
数
な
手
段
と
し
て
、
賎
民
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を
。
良
民
秩
序
少
の
成
員
た
る
に
債
し
な
い
者
、
秩
序
の
外
に
在
る
者
と
す
る

た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
。

以
上
が
わ
た
く
し
が
理
解
し
え
た
限
り
で
の
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
尾
形
氏

は
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
「
。
静
態
的
9

と
い
う
誇
り
を
受
く
べ
き

一つ

の
『
枠
組
』
」
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
「
枠
組
」
の
考
察
は
、
誠
に
論
理
的
且

つ
徽
密
で
あ
り
、
見
事
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
と
り
わ
け
す
で
に
後
表
さ
れ
て

来
た
一

O
篇
の
研
究
を
、
改
め
て
再
構
成
し
、

従
来
、
特
別
の
意
味
を
も
た
な

い
と
し
て
、
こ
と
さ
ら
深
く
は
追
求
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
「
家
」
そ
の
も

の
に
焦
黙
を
あ
て
、
そ
の
外
皮
を
一
枚
一
枚
と
は
ぎ
と
っ
て
、
「
家
」
が
も
っ

て
い
た
意
味
、
そ
の
員
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、

秦
漢
統
一
園
家
の
骨
組
み
を
あ

ら
わ
に
描
き
だ
し
た
周
到
で
徹
密
な
分
析
と
構
想
力
と
は
、
す
さ
ま
じ
い
ま
で

の
迫
力
を
も
ち
、
評
者
を
魅
了
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
讃
了
後
、
魅
了
さ
れ

な
が
ら
も
な
お
、
充
貧
し
き
ら
な
い
何
物
か
が
残
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
い
つ
わ

ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
矢
張
り
、
尾
形
氏
自
身
が
こ
と
わ
っ
て
い
る

よ
う
に
、
考
察
が
4

静
態
的
9

で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
恩
わ

れ
る
。
執
助
な
ま
で
の

e
ど
う
在
っ
た
か
。
が
あ
る
の
に
封
し
て
、
。
ど
う
し

て
e

と
い
う
歴
史
的
追
求
が
少
な
く
、
。
枠
組
e

(

理
念
〉
に
止
ま
っ
て
、
肉
附

け
(
具
鐙
的
〉
の
探
求
が
少
な
い
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
強
宇
宙
旬
の
憾
と
は
い

え
、
「
死
滅
し
た
動
物
種
目
周
の
健
制
の
認
識
に
と
っ
て
遺
骨
の
構
造
が
も
っ
て

い
る
の
と
同
じ
重
要
さ
を
、
死
滅
し
た
経
済
的
社
曾
構
成
慢
の
制
定
に
と
っ
て

は
労
働
手
段
の
遺
物
が
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
に
が
つ
く
ら
れ
る
か
で
は

な
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
ん
な
労
働
手
段
で
つ
く
ら
れ
る
か
が
、
い
ろ
い

ろ
な
経
済
的
時
代
を
区
別
す
る
」
の
で
あ
る
(傍
黙
許
者
。
『
資
本
論
』
第
三

篇
第
五
章
第
一
節
「
労
働
過
程
」
、
大
月
『
全
集
』
幻

a
l一一一一一六
ペ
ー
ジ
〉
。

尾
形
氏
は
終
章
の
結
論
で
つ
ぎ
の
如
く
い
っ
て
い
る
。
古
代
帝
園
の

「
秩
序

構
造
に
お
い
て
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

4

臣。

と
は

。公
事
少
に
服
務
す

る
と
い
う
理
念
の
下
で
、

。家
ψ

よ
り

。出
身
。
し
た
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
」
と
。
さ
ら
に
引
用
文
中
の

「
理
念
」
に
注
を
附
し
、
「
生
産
力
が
相
針
的

に
低
い

。古
代
ク
に
あ
っ
て
は
、
人
民
の
再
生
産
は
一
つ
の
集
中
的
権
力
の
存

在
な
く
し
て
は
維
持
さ
れ
難
か
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
4

専
制

的
少
皇
帝
支
配
に
は
、
確
か
に

。公
9

(

公
共〉

的
性
格
が
伴
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
4

公ク

こ
そ
が
、

右
の
幻
想
を
よ
り
直
接
的
に
支
え
て

い
た
こ
と
も
、
ま
た
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。」

と
い
う
。
こ
の

二
つ
の
文
章
に
は
、
尾
形
氏
の
考
察
の
大
前
提
と
も
い
う
べ
き
、
氏
の
古
代
帝

園
翻
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
黙
に

つ
い
て
若
干
の

疑
問
を
提
起
し
た
い
。

租
賦
を
上
納
し
た
り
、
兵
役
・
循
役
に
従
事
し
た
り
す
る
こ
と
が
「
公
事
」

の
一
環
で
あ
る
と
、

「
理
念
」
と
し
て
考
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

「
個
別
」

の
民
が
そ
れ
を
「
理
念
」
と
し
て
、

「
公
事
」

に
従
っ
た
と
い
う
こ
と
と
は
、

必
ず
し
も
同

一
で
は
な
か
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
尾
形
氏
が
「
遊
離
論
的
」
と
整

理
し
た
増
淵
氏
な
ど
の
苦
心
の
意
図
も
、
こ
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
い
か
に
埋
め
る
か

に
在
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、

尾
形
氏
は
こ
の
黙
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

第
二
に
尾
形
氏
は
「
支
配
」

が
あ
く
ま
で
も

「
家
を
基
盤
と
し
て
い
た
」
と

い
い
、
ま
た

「
家
が
確
立
」
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
家
」
と

は
「
理
念
と
し
て
の
家
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
即
ち
具
鐙
的
な
家
、
さ
ら
に
は
小

農
民
家
族
と
置
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
黙
で
あ
る
。
徴
税
、

力

役
の
単
位
と
し
て
家
が
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
文
猷
に
よ
る
限
り
で

は
、
管
仲
、

子
産
、
商
敬
等
が
行
っ
た
と
俸
え
ら
れ
る
改
革
の
中
で
、
新
し
い

民
の
編
成
l
伍
制
に
関
連
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
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「
公
事
」
を
執
行
す
る
た
め
の
「
車
位
」
と
し
て
で
あ
り
、
「
家
」
の
確
立
、

ま
し
て
や
小
経
営
農
民
の
成
立
を
意
味
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
の
尾
形
氏
の
意
見
を
う
か
が
い
た
い
。

も
ち
ろ
ん
評
者
と
て
も
、
尾
形
氏
が
い
う
よ
う
に
、
再
生
産
に
果
し
た
古
代

的
集
中
権
力
の
役
割
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
伍
制
に
よ
る
民
の
編
成
が

家
の
成
立
を
促
し
た
一
面
も
、
十
分
に
在
り
え
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
再
生
産
に
果
し
た
権
力
の
役
割
を
も
含
め
て
、
専
制
的
皇
帝
支
配
が
も
っ
て

い
た
と
す
る
「
公
共
的
性
格
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
皇
帝
権
力
に
内
在
す
る
本

質
的
な
性
格
で
あ
っ
た
の
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
う
し
て

な
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
小
農
民
が
皇
帝
支
配
の
基
盤
で
あ
っ
た
た
め
と

す
る
解
稗
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
解
穫
が
安
賞
で
あ

る
の
か
。
西
欧
近
代
の
ホ
ッ
プ
ス
や
ロ
ッ

ク
な
ど
の
園
家
論
に
お
い
て
は
、
フ

ラ
ン
ス
三
部
品
聞
や
イ
ギ
リ
ス
議
舎
が
階
級
支
配
の
道
具
に
な
り
果
て
て
い
た
欣

況
に
お
い
て
、
こ
れ
に
劉
置
し
て
人
民
主
権
論
が
唱
え
ら
れ
、
園
民
全
盤
、
公

共
の
利
金
の
質
現
が
目
的
と
さ
れ
、
法
を
定
め
て
、
園
家
の
行
使
す
る
権
限
を

制
限
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
権
限
を
濫
用
し
た
場
合
に
は
、
寅
力
の
行
使

を
含
む
最
後
の
手
段
が
民
衆
の
側
に
留
保
さ
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。
中
閣
に

お
い
て
は
、
皇
帝
権
力
そ
の
も
の
の
中
に
、
公
共
的
性
格
が
司内
在
し
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
何
を
契
機
と
し
て
成
立
し
た
の
か
。
尾
形
氏
の
見
解
を
う
か
が
い

た
い
第
三
の
黙
で
あ
る
。
な
お
評
者
も
古
代
権
力
の
も
つ
公
共
的
性
格
を
全
面

的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
氏
族
共
同
髄
の
分
解
の
在

り
方
に
関
連
し
て
、
古
代
権
力
が
公
共
的
性
格
を
継
承
し
た
結
果
で
は
な
か
っ

た
か
と
考
え
て
い
る
。

な
お
序
章
の
「
家
族
園
家
論
(
槻
〉
」
に
よ
る
諸
説
の
整
理
分
類
は
、
極
め

て
康
範
に
、
か
つ
大
勝
な
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
第
一
章
以
下

に
較
べ
れ
ば
、
周
到
さ
と
級
密
さ
と
に
お
い
て
、
あ
ら
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
の
中
園
観
に
関
し
て
、
『
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行

す
る
諸
形
態
』
の
引
用
は
、
語
食
に
引
き
ず
ら
れ
た
嫌
い
が
あ
り
、

氏
の
解
四
梓

が
爪
女
山
富
で
あ
る
か
は
検
討
の
徐
地
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
視
角
が
斬
新
で
あ

る
だ
け
に
蒙
を
啓
か
れ
た
黙
の
多
い
こ
と
を
謝
し
て
、
筆
を
お
き
た
い
。
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